
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記（１）に示す前駆体ポリイソシアネートＡと、片末端に活性水素を有するエチレンオ
キサイド単位を持つポリエーテルとの反応物で、水に溶解または分散しうる水性ポリイソ
シアネートであって、下記（ａ）～（ｅ）であることを特徴とする水性ポリイソシアネー
ト。
（１）前駆体ポリイソシアネートＡが、脂肪族及び／または脂環族ジイソシアネートの少
なくとも１種と３～２０価の多価アルコールを反応させた後または反応と同時に、イソシ
アネート基の環状３量化によって得られる、（い）平均イソシアネート官能基数；４．５
～１０、（ろ）２５℃における粘度；５，０００～１００，０００ｍＰａ・ｓ、（は）イ
ソシアネート濃度；２～２０重量％（但し、未反応ジイソシアネートおよび溶媒を除去し
た状態で）のイソシアヌレート型ポリイソシアネートである。
（ａ）分子内にイオン性基を含まない
（ｂ）ポリエーテル鎖単位／イソシアネート基＝２／９８～４０／６０（モル／モル）
（ｃ）平均イソシアネート官能基数；３．５～９．８
（ｄ）数平均分子量；１，１００～１０，０００
（ｅ）イソシアネート濃度；２～１９重量％
【請求項２】
多価アルコールが、３～１０価のポリエステル及び／またはポリエーテルである請求項１
記載の水性ポリイソシアネート。
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【請求項３】
少なくとも 樹脂分 １０～２００ｍｇＫＯＨ／ｇの多価水酸基含有化合物と、請
求項１または２記載の水性ポリイソシアネートを含む水性塗料組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、脂肪族、脂環族ジイソシアネートから得られる水性ポリイソシアネート及びそ
れを用いた水性塗料組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
２液型ポリウレタン樹脂塗料組成物は非常に優れた耐摩耗性、耐薬品性、耐汚染性、常温
硬化性を有している上に、脂肪族ジイソシアネート、特にヘキサメチレンジイソシアネー
ト、脂環族ジイソシアネート、特にイソホロンジイソシアネートから誘導された無黄変ポ
リイソシアネートを含むポリウレタン樹脂塗料組成物は、更に耐候性が優れ、その需要は
増加する傾向にある。
【０００３】
一方、環境保全に鑑み、水性常温架橋型塗料の開発が盛んであり、ポリイソシアネートを
硬化剤とした提案も多い。
特開昭６２－４１２７０号公報、特開平２－１０５８７９号公報では、疎水性ポリイソシ
アネートを、主剤である水性ポリオールの水性化能を利用して水分散し、水性塗料を形成
している。また、ポリイソシアネートの水分散性を向上させるために、特開平４－２１１
４１８号公報では、カルボキシル基が分子内に組み込まれたポリイソシアネートを、特開
平５－２２２１５０号公報では、ノニオン系親水性基であるポリエチレングリコールをポ
リイソシアネートに組み込むことを提案している。これらに使用されているポリイソシア
ネートの平均イソシアネート官能基数は、溶剤系２液ウレタンと同様に約３である。
【０００４】
ポリイソシアネートを硬化剤とした水性塗料は媒体中の水とイソシアネート基の反応が避
けられない。従って、特開平５－２２２１５０号公報の実施例では、ポリイソシアネート
のイソシアネート基と主剤ポリオールの水酸基との当量比を１．５：１とし、ポリイソシ
アネートを過剰にして、媒体である水との反応に消費されるイソシアネート基を見込んで
配合している。しかし、ポリイソシアネートを過剰に配合し、架橋に関与するイソシアネ
ート量を確保しても、平均イソシアネート官能基数の低下による物性低下を防げない場合
があった。
【０００５】
更に、平均イソシアネート官能基数は、ポリイソシアネートの水分散性を向上させるため
に組み込まれたポリエチレングリコールにより消費される。
この様な平均イソシアネート官能基数の低いポリイソシアネートから得られる塗膜物性は
、従来の有機溶剤系２液ウレタン樹脂塗料から得られる塗膜物性に比べ劣っていた。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、有機溶剤系常温架橋型ウレタン樹脂塗料からの優れた塗膜物性を得ることので
きる水性常温架橋型ウレタン樹脂塗料組成物、および、それに用いられる水性ポリイソシ
アネートを提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明者は鋭意検討の結果、平均イソシアネート官能基数が高い等特定のポリイソシア
ネートを使用することにより、上記課題が解決できることを見い出し、本発明を完成する
に至った。即ち、本発明は以下の通りである。
１．下記（１）に示す前駆体ポリイソシアネートＡと、片末端に活性水素を有するエチレ
ンオキサイド単位を持つポリエーテルとの反応物で、水に溶解または分散しうる水性ポリ
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イソシアネートであって、下記（ａ）～（ｅ）であることを特徴とする水性ポリイソシア
ネート。
（１）前駆体ポリイソシアネートＡが、脂肪族及び／または脂環族ジイソシアネートの少
なくとも１種と 多価アルコールを反応させた後または反応と同時に、イソシ
アネート基の環状３量化によって得られる、（い）平均イソシアネート官能基数；４．５
～１０、（ろ）２５℃における粘度；５，０００～１００，０００ｍＰａ・ｓ、（は）イ
ソシアネート濃度；２～２０重量％（但し、
状態で）のイソシアヌレート型ポリイソシアネートである。
（ａ）分子内にイオン性基を含まない
（ｂ）ポリエーテル鎖単位／イソシアネート基＝２／９８～４０／６０（モル／モル）
（ｃ）平均イソシアネート官能基数；３．５～９．８
（ｄ）数平均分子量；１，１００～１０，０００
（ｅ）イソシアネート濃度；２～１９重量％２．多価アルコールが、３～１０価のポリエ
ステル及び／またはポリエーテルである上記１記載の水性ポリイソシアネート。
２．多価アルコールが、３～１０価のポリエステル及び／またはポリエーテルである上記
１記載の水性ポリイソシアネート。
３．少なくと 脂分水酸基 １０～２００ｍｇＫＯＨ／ｇの多価水酸基含有化合物と
、請求項１または２記載の水性ポリイソシアネートを含む水性塗料組成物。
【０００８】
以下、本発明につき詳述する。
本発明に使用するジイソシアネートは、脂肪族および、または脂環族ジイソシアネートで
ある。脂肪族ジイソシアネートとしては、炭素数４～３０のものが、脂環族ジイソシアネ
ートとしては炭素数８～３０のものが好ましく、例えば、１，４－テトラメチレンジイソ
シアネート、１，５－ペンタメチレンジイソシアネート、１，６－ヘキサメチレンジイソ
シアネート、２，２，４－トリメチル－１，６－ヘキサメチレンジイソシアネート、リジ
ンジイソシアネート、３－イソシアネートメチル－３，３，５－トリメチルシクロヘキシ
ルイソシアネート（イソホロンジイソシアネート）、１，３－ビス（イソシアネートメチ
ル）－シクロヘキサン、４，４’－ジシクロヘキシルメタンジイソシアネート等を挙げる
ことが出来る。なかでも、耐候性、工業的入手の容易さから、１，６－ヘキサメチレンジ
イソシアネート（以下、ＨＭＤＩと称す）、イソホロンジイソシアネート（以下、ＩＰＤ
Ｉと称す）が好ましく、単独で使用しても、併用しても良い。
【０００９】
本発明に用いる多価アルコールとは、３価以上のアルコールが好ましく、更に好ましくは
３価以上２０価以下であり、特に好ましくは３価以上１０価以下である。
上記多価アルコールとしては、低分子量多価アルコールと高分子量多価アルコールがある
。
【００１０】
低分子量多価アルコールとしては、例えば、トリメチロールプロパン、グリセリン、ペン
タエリトリトールなどがある。
高分子量多価アルコールとしては、脂肪族炭化水素ポリオール類、ポリエーテルポリオー
ル類、ポリエステルポリオール類、エポキシ樹脂類、フッ素ポリオール類及びアクリルポ
リオール類等が挙げられる。
【００１１】
脂肪族炭化水素ポリオール類の具体例としては、例えば、末端水酸基化ポリブタジエンや
その水素添加物等が挙げられる。またポリエーテルポリオール類としては、例えば、グリ
セリンやプロピレングリコール等の多価アルコールの単独または混合物に、エチレンオキ
サイド、プロピレンオキサイドなどのアルキレンオキサイドの単独または混合物を付加し
て得られるポリエーテルポリオール類、ポリテトラメチレングリコール類、更に、アルキ
レンオキサイドにエチレンジアミン、エタノールアミン類などの多官能化合物を反応させ
て得られるポリエーテルポリオール類及び、これらポリエーテル類を媒体としてアクリル
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アミド等を重合して得られる、いわゆるポリマーポリオール類等が含まれる。
【００１２】
ポリエステルポリオール類としては、例えば、コハク酸、アジピン酸、セバシン酸、ダイ
マー酸、無水マレイン酸、無水フタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸等のカルボン酸の
群から選ばれた二塩基酸の単独または混合物と、エチレングリコール、プロピレングリコ
ール、ジエチレングリコール、ネオペンチルグリコール、トリメチロールプロパン、グリ
セリンなどの群から選ばれた多価アルコールの単独または混合物との縮合反応によって得
られるポリエステルポリオール樹脂類、及び、例えば、ε－カプロラクトンを多価アルコ
ールを用いて開環重合して得られるようなポリカプロラクトン類等が挙げられる。
【００１３】
エポキシ樹脂類としては、例えば、ノボラック型、β－メチルエピクロ型、環状オキシラ
ン型、グリシジルエーテル型、グリコールエーテル型、脂肪族不飽和化合物のエポキシ型
、エポキシ化脂肪酸エステル型、多価カルボン酸エステル型、アミノグリシジル型、ハロ
ゲン化型、レゾルシン型等のエポキシ樹脂類が挙げられる。
【００１４】
アクリルポリオールとしては、例えば、アクリル酸－２－ヒドロキシエチル、アクリル酸
－２－ヒドロキシプロピル、アクリル酸－２－ヒドロキシブチル等の活性水素を持つアク
リル酸エステル、または、グリセリンのアクリル酸モノエステルあるいはメタクリル酸モ
ノエステル、トリメチロールプロパンのアクリル酸モノエステルあるいはメタクリル酸モ
ノエステルの群から選ばれた単独または混合物とアクリル酸メチル、アクリル酸エチル、
アクリル酸イソプロピル、アクリル酸－ｎ－ブチル、アクリル酸－２－エチルヘキシルな
どのアクリル酸エステル、メタクリル酸－２－ヒドロキシエチル、メタクリル酸－２－ヒ
ドロキシプロピル、メタクリル酸－２－ヒドロキシブチル、メタクリル酸－３－ヒドロキ
シプロピル、メタクリル酸－４－ヒドロキシブチル等の活性水素を持つメタクリル酸エス
テル、または、メタクリル酸メチル、メタクリル酸エチル、メタクリル酸イソプロピル、
メタクリル酸－ｎ－ブチル、メタクリル酸イソブチル、メタクリル酸－ｎ－ヘキシル、メ
タクリル酸ラウリル等のメタクリル酸エステルの群から選ばれた単独または混合物とを必
須成分とし、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、イタコン酸等の不飽和カルボン酸
、アクリルアミド、Ｎ－メチロールアクリルアミド、ジアセトンアクリルアミド等の不飽
和アミド、及び、メタクリル酸グリシジル、スチレン、ビニルトルエン、酢酸ビニル、ア
クリロニトリル、フマル酸ジブチル等のその他の重合性モノマーの群から選ばれた単独ま
たは混合物の存在下、あるいは非存在下において重合させて得られるアクリルポリオール
樹脂等が挙げられる。
【００１５】
これらの多価アルコールの中で好ましいものは、上記のポリエステルポリオール、ポリエ
ーテルポリオールであり、更に好ましいのはポリカプロラクトン系ポリエステルポリオー
ル、ポリプロピレン系ポリエーテルポリオール、特に好ましくは数平均分子量２００～２
０００のポリカプロラクトン系ポリエステルポリオール、ポリプロピレン系ポリエーテル
ポリオールである。これらは、単独で使用しても、２種以上の併用でもよい。
【００１６】
ジイソシアネートと多価アルコールを反応させる場合の、ジイソシアネートのイソシアネ
ート基と多価アルコールの水酸基の当量比は２／１～３０／１が好ましい。２／１未満で
あると、反応後の反応液の粘度が高くなり、３０／１を越えると未反応ジイソシアネート
の回収量が多く、生産性が低下する場合がある。好ましくは５／１～２０／１である。
【００１７】
反応させる場合は、反応器にジイソシアネートと多価アルコールを同時に仕込んでも良い
し、先にジイソシアネートのみを仕込み、所定温度に達した後多価アルコールを一括また
は分割で添加しても良い。
前記ジイソシアネートと多価アルコールの反応と同時に或いは反応後、イソシアヌレート
化反応を行う。
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【００１８】
イソシアヌレート化反応は、通常、触媒が用いられる。ここで用いられる触媒は、一般に
塩基性を有するものが好ましく、▲１▼例えば、テトラメチルアンモニウム、テトラエチ
ルアンモニウム等のテトラアルキルアンモニウムのハイドロオキサイドや、例えば、酢酸
、カプリン酸等の有機弱酸塩、▲２▼例えば、トリメチルヒドロキシプロピルアンモニウ
ム、トリメチルヒドロキシエチルアンモニウム、トリエチルヒドロキシプロピルアンモニ
ウム、トリエチルヒドロキシエチルアンモニウム等のヒドロキシアルキルアンモニウムの
ハイドロオキサイドや、例えば、酢酸、カプリン酸等の有機弱酸塩、▲３▼酢酸、カプロ
ン酸、オクチル酸、ミリスチン酸等のアルキルカルボン酸の例えば錫、亜鉛、鉛等のアル
カリ金属塩、▲４▼例えば、ナトリウム、カリウム等の金属アルコラート、▲５▼例えば
、ヘキサメチルジシラザン等のアミノシリル基含有化合物、▲６▼マンニッヒ塩基類、▲
７▼第３級アミン類とエポキシ化合物との併用、▲８▼例えば、トリブチルホスフィン等
の燐系化合物等がある。
【００１９】
触媒濃度は、通常、未反応ジイソシアネートを含む全イソシアネート化合物に対して１０
ｐｐｍ～１．０％の範囲から選択される。
反応は溶媒を用いても、用いなくてもよい。溶媒を用いる場合は、イソシアネート基に対
して不活性な溶剤を用いるのが好ましい。
反応温度は、通常２０～１６０℃、好ましくは４０～１３０℃である。反応終点は、用い
る多価アルコールにより異なるが、収率が概ね２０重量％以上７０重量％以下となる。
【００２０】
反応が目的の収率に達したならば、例えば、スルホン酸、燐酸、燐酸エステル等により触
媒を失活させ、反応を停止する。
未反応ジイソシアネートおよび溶剤を除去し、本発明に用いるイソシアヌレート構造を有
するイソシアヌレート型ポリイソシアネート（前駆体ポリイソシアネートＡ）を得ること
ができる。
【００２１】
ポリイソシアネートの平均イソシアネート官能基数とは、ポリイソシアネート１分子が統
計的に有するイソシアネート官能基の数であり、ポリイソシアネートの数平均分子量とイ
ソシアネート濃度から下記一般式（１）で算出できる。
平均イソシアネート官能基数＝〔（ポリイソシアネートの数平均分子量）×（イソシアネ
ート濃度）〕／〔イソシアネート基の式量（４２）〕……（１）
該ポリイソシアネートの平均イソシアネート官能基数は４．５～１０、好ましくは５～８
である。前記官能基数が４．５未満の場合は、良好な塗膜が得られない。また、前記官能
基数が１０を越えると、塗膜の機械的物性が劣る。
【００２２】
　また、ポリイソシアネートの２５℃における粘度は、５，０００～１００，０００ｍＰ
ａ・ｓ、イソシアネート濃度は２～２０重量％である。
　このようにして得られた前駆体ポリイソシアネートＡへ、片末端に活性水素を有し、か
つ、エチレンオキサイド鎖を有するポリエーテル化合物 （以下、エチレンオキサイド付
加物と言う）を付加することにより、本発明の水性ポリイソシアネートが得られる。
【００２３】
エチレンオキサイド付加物は、メタノール、エタノール、ブタノール等のモノアルコール
にエチレンオキサイドを付加して得られるもので、エチレンオキサイド含有量は５０重量
％以上が好ましく、数平均分子量は２００～１，０００である。エチレンオキサイド付加
物はプロピレンオキサイドを含んでも良い。
前駆体ポリイソシアネートＡのイソシアネート基に付加するエチレンオキサイド付加物の
モル数とエチレンオキサイド付加物付加後のイソシアネート基のモル数（ポリエーテル鎖
単位／イソシアネート基）は、２／９８～４０／６０であり、好ましくは２／９８から３
０／７０である。２／９８未満であるとポリイソシアネートの水分散性が低下し、４０／
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６０を越えると塗膜物性が低下する。
【００２４】
エチレンオキサイド付加物とポリイソシアネートの反応は、溶剤を用いて行うこともでき
る。この場合に使用する溶剤は、イソシアネートに対して不活性である必要がある。反応
温度は、４０～１５０℃、好ましくは６０～１２０℃である。必要に応じてジブチル錫ジ
ラウレート等の錫化合物等の塩基性化合物を反応触媒に使用しても良い。
【００２５】
得られた水性ポリイソシアネートに前記エチレンオキサイド付加物が付加されていないポ
リイソシアネートを混合することもできる。この場合、混合後の全イソシアネートに対す
る前記のポリエーテル鎖単位／イソシアネート基は２／９８～４０／６０が好ましい。
かくして得られた本発明の水性ポリイソシアネートは、
（ａ）分子内にイオン性基を含まず、
（ｂ）ポリエーテル鎖単位／イソシアネート基＝２／９８～４０／６０（モル／モル）、
（ｃ）平均イソシアネート官能基数；３．５～９．８、
（ｄ）数平均分子量；１，１００～１０，０００、
（ｅ）イソシアネート濃度；２～１９重量％
である。
【００２６】
更に目的に応じて、アニオン系、カチオン系界面活性剤を添加することができる。界面活
性剤の具体例としては、例えば、脂肪酸塩、アルキル硫酸エステル、アルキルベンゼンス
ルホン酸塩、アルキルリン酸塩等のアニオン系、アルキルアミン塩、アルキルベタイン等
のカチオン系界面活性剤がある。
この様にして得られた本発明の水性ポリイソシアネートは、多価水酸基含有化合物ととも
に水性塗料の主成分を構成する。
【００２７】
本発明の水性塗料組成物に使用する多価水酸基含有化合物としては、通常、水性塗料用に
用いられているものであれば特に制限なく使用可能であり、アニオン系、カチオン系、両
性イオン系でも、イオン性を持たないものであってもよい。また、アルキド系、ポリエス
テル系、エポキシ系、フッ素系、アクリル系等が挙げられ、水を主たる成分とする媒体に
溶解または分散されており、溶解型のポリオール、分散型のポリオールがある。
【００２８】
溶解型のポリオールとしては、特開昭６３－２９５６８０号公報、特開昭６３－１７５０
５９号公報、特開昭６２－２１６６７１号公報、特開平２－１９１６９２号公報等にその
製造方法が開示されている。分散型のポリオールとしては、特開昭５６－１５７３５８号
公報等にその製造方法が開示されている。ヒドロキシル基を有するフッ素共重合体である
フッ素ポリオールとしては、特開昭５７－３４１０７号公報、特開昭６１－２３１０４４
号公報、特開平３－３７２５２号公報等にその製造方法が開示されている。アクリル樹脂
としては、特開昭６３－２９５６８０号公報、特開昭６３－１７５０５９号公報、特開昭
５６－１５７３５８号公報等に開示されている。
【００２９】
多価水酸基含有化合物の樹脂分水酸基価は少なくとも１０～２００ｍｇＫＯＨ／ｇであり
、樹脂分水酸基価１０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満の場合には、イソシアネート成分との反応によ
るウレタン架橋の密度が減少して、良好な物性を達成することが出来ず、樹脂水酸基価が
２００ｍｇＫＯＨ／ｇを超えると、逆に架橋密度が増大し、塗膜の機械的物性が低下し好
ましくない。
【００３０】
本発明の水性塗料組成物において、水性ポリイソシアネートのイシアネート基と多価水酸
基含有化合物の水酸基の当量比は、通常、１０：１～１：１０に設定される。
また、必要に応じて酸化防止剤、紫外線吸収剤、顔料、アルミ等の金属粉顔料、ジブチル
錫ジラウレート等の有機金属化合物等の架橋促進剤、レベリング剤、溶剤等を添加しても
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よい。
【００３１】
通常は、多価水酸基含有化合物、硬化剤、添加剤等を混合し、水を主成分とする媒体を添
加し、塗装方法に応じた塗料粘度に調整することにより水性塗料となる。
この様に調整した水系塗料は、スプレー塗装、ロール塗装、シャワー塗装、浸漬塗装等の
方法で金属、プラスチック、建材等に塗装され、上中塗り、下塗り用として、建築外装塗
料、バンパー等のプラスチック部品用塗料、自動車補修用塗料、プレコートメタル等の有
機被覆用塗料等としても有用である。
【００３２】
本発明の水性ポリイソシアネートは塗料以外に、インキ、接着剤、繊維・フィルム・セラ
ミック等の無機材料・紙・木材・樹脂等の改質剤または表面処理剤としても有用である。
【００３３】
【発明の実施の形態】
以下に、実施例に基づいて本発明を更に詳細に説明するが、本発明は、以下の実施例に限
定されるものではない。
尚、％はすべて重量％で示した。また、評価は下記に従い行った。
（１）数平均分子量の測定
数平均分子量は、下記の装置を用いたゲルパーミエーションクロマトグラフ測定によるポ
リスチレン基準の数平均分子量である。
〔装置〕東ソー（株）ＨＬＣ－８０２Ａ
〔カラム〕東ソー（株）Ｇ１０００ＨＸＬ×１本、Ｇ２０００ＨＸＬ×１本、Ｇ３０００
ＨＸＬ×１本
〔キャリアー〕テトラハイドロフラン
〔検出方法〕示差屈折率計
（２）粘度測定
エミラ型回転粘度計を用いて２５℃で測定した。
（３）ゲル分率
硬化塗膜を、アセトンに２０℃で２４時間浸漬した時の未溶解部分重量の浸漬前重量に対
する値を計算し、８５％未満は×、８５％以上は○で表した。
（４）ポリイソシアネートの水分散性評価
ポリイソシアネートと純水を重量比２：１０で混合し、その後の溶液状態を肉眼で観察し
た。混合液が均一で沈降物のない状態を「良好」と評価した。
【００３４】
【製造例１】
（ポリイソシアネートの製造）
撹拌機、温度計、還流冷却管、窒素吹き込み管、滴下ロートを取り付けた４ツ口フラスコ
内を窒素雰囲気にし、ＨＭＤＩを６００部、３価アルコールであるポリカプロラクトン系
ポリエステルポリオール「プラクセル３０３」（ダイセル化学の商品名、分子量３００）
３０部を仕込み、撹拌下反応器内温度を９０℃１時間保持しウレタン化反応を行った。そ
の後反応器内温度を６０℃に保持し、イソシアヌレート化触媒としてテトラメチルアンモ
ニウムカプリエートを加え、収率が４８％になった時点で燐酸を添加し反応を停止した。
反応液をろ過した後、薄膜蒸発缶を用いて未反応のＨＭＤＩを除去した。
【００３５】
得られたポリイソシアネートの２５℃における粘度は９５００ｍＰａ・ｓ、イソシアネー
ト濃度は１９．２％、数平均分子量は１１００、平均イソシアネート官能基数は５．１で
あった。
【００３６】
【製造例２、３】
（ポリイソシアネートの製造）
表１に示す反応条件とした以外は、製造例１と同様にして行った。得られたポリイソシア
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ネートの物性を表１に示す。
【００３７】
【比較製造例１】
表１に示す反応条件とした以外は、製造例１と同様にして行った。得られた生成物の物性
を表１に示す。
【００３８】
【実施例１】
（水性ポリイソシアネートの製造）
撹拌機、温度計、還流冷却管、窒素吹き込み管、滴下ロートを取り付けた４ツ口フラスコ
内を窒素雰囲気にし、製造例１で得られたポリイソシアネートを１００部、分子量４００
のメトキシポリエチレングリコール（日本油脂の商品名「ユニオックスＭ４００」）１９
部（ポリイソシアネートの全イソシアネート基の１０％と反応する）を仕込み、８０℃で
７時間保持した。得られた水性ポリイソシアネートの物性及び水分散性の評価を表２に示
す。
【００３９】
【実施例２～５】
（水性ポリイソシアネートの製造）
表２に記載したこと以外は実施例１と同様に行った。結果を表２に示す。
【００４０】
【比較例１】
比較製造例１で得られたポリイソシアネートを用い、表２に示したこと以外は、実施例１
と同様に行った。結果を表２に示す。
【００４１】
【実施例６～１０】
（水性塗料組成物の調製）
ジメチルエタノールアミンで中和された水溶性アクリルポリオール（日本触媒（株）の商
品名アロロン７６、樹脂分水酸基価６４ｍｇＫＯＨ／ｇ）と実施例１～５で得られた水性
ポリイソシアネートを、イソシアネート基／水酸基の当量比が１／１になるように混合し
た。更に水を添加し塗料粘度が、フォードカップＮｏ．４で３０秒になるように調整した
。この塗料をアプリケータ塗装し、８０℃、１Ｈｒで硬化させた。塗膜評価結果を表３に
示す。
【００４２】
【比較例２】
比較例１で得られた水性ポリイソシアネートを用いた以外は実施例６と同様に行った。結
果を表３に示す。
【００４３】
【表１】
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【００４４】
【表２】
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【００４５】
【表３】
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【００４６】
【発明の効果】
本発明の水性ポリイソシアネートを用いた水性塗料組成物は、硬化性が良好で、塗膜物性
に優れ、水性常温架橋塗料として有用である。
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